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Mori no Kaze no Kioku

諸塚でやま学校しよう！
「やま学校」とは、学校に行ったフリして山で遊ぶこと。
エコツアー「諸塚でやま学校しよう！」は、そんな山学校からヒントをもらいあるが
ままの豊かな自然と、そこに生きる人々の暮らしの姿にふれる旅になっています。
世界農業遺産にも認定された森の暮らしを心と体をフルに使って実体験する、
諸塚ならではの旅に出かけませんか？

大 人：5,000円/人
子ども：4,000円/人
村民・特別会員500円割引

（昼食代・ガイド代・体験料込）

料 金

最少4名～最大10名定員

ぷらっと
季節
のやま学校

puratto

2024

申込は、開催1週間前の金曜日まで！

手摘み・手揉みの昔ながらの釜炒り茶づくり

「幸せを得る」花キレンゲショウマに会いに行く 夏の黒岳登山

秋の味覚を先取り！！栗ひろい

旬の原木しいたけ収穫としいたけピザづくり体験

春春
夏夏
秋秋
冬冬

昨年の朝ドラでも話題になった「キレンゲショウマ」に会
いに大自然へ!　諸塚村最高峰・希少生物の宝庫「黒岳」
を地元ガイドと共にゆったり散策しませんか？

踏んで広げて拾ってカゴへ。ついつい
夢中になってしまいます。 肉 厚 椎 茸を原 木からきれ い に収 穫

できると嬉しさも美味しさも格別です。

8月10日（土）

8月31日（土） 12月7日（土）・14日（土）

「幸せを得る」花キレンゲショウマに会いに行く夏の黒岳登山夏夏

集合：9時（小原井公民館） 解散：16時頃
会場：黒岳

集合：10時 解散：15時頃
会場：森の古民家「桜のつぼね」 集合：10時 解散：15時頃

会場：農家民宿「新家」

秋の味覚を先取り！！栗ひろい秋秋 旬の原木しいたけ収穫と
しいたけピザづくり体験

冬冬

8月2日締め切り

8月 23日締め切り

（撮影：綾　順博）

※アクセス道路の台風被災の影響で通常よりも歩行距離が長くなります。



まつぼり…内緒
　転じて「へそくり」

ま
つ
ぼ
り

ば
れ
る
よ

た
め
て
も
い
つ
か
は

いーら…水が 顔
などに降りかかっ
た時に思わず発
する感嘆詞

めぐりぼう…
　からざお

（脱穀に使う農機具）

む ぞ ら し い …
かわいらしい

つ んのーて…
連 れ 立って・一 緒 に

行の巻第7回 ま

む
ぞ
ら
し
い

　

子
に
は

旅
を
さ
せ
よ

み
ず
が
か
か
る

『
い
ー
ら
っ
』

諸塚村観光協会が管理している村内の宿泊施設は4つ。キャンプとログハウス泊ができる「池の窪グリーンパー

ク」と「諸塚山渓流の里」、昔懐かしい暮らしを体験できる「森の古民家」シリーズ、農家の暮らしにどっぷりひたれ

る「くぬぎの里農家民宿」。今回は、その内3つの6月25日現在の予約状況をお知らせします！

夏休みの予約状況をお知らせします

池の窪グリーンパーク
オートサイト（A） ◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ 〇

芝生サイト（B・C）

ログハウス5人棟

ログハウス10人棟

7月下旬 8月上旬
◎

◎

◎

◎

8月下旬
〇

◎

◎

〇

8月中旬 諸塚山渓流の里

池の窪グリーンパーク・諸塚山渓流の里は「もろつかナビ」からもご予約いただけます。予約・お問い合わせは全てしいたけの館 21　☎0982-65-0178
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キャンプサイト

◎…余裕あり　〇…あと半分　▲…残りわずか

◎◎
◎ ◎ログハウス5人棟

7月下旬 8月上旬

森の古民家
1棟貸し 〇 ◎

7月下旬 8月上旬

◎
〇

8月中旬
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◎
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〇
8月中旬

◎
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諸塚村観光協会が管理している村内の宿泊施設は4つ。キャンプとログハウス泊ができる「池の窪グリーンパー
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NEWS HEAD LINE

1 吉野宮神社大祭　座頭神祭　開催

2 諸塚山ヒルクライム2024　開催決定

3 宮崎市国際交流協会　日本食体験ツアー開催

日本の食文化に触れよう！

宮崎市国際交流協会　体験ツアー
6月8日に宮崎市国際交流協会の皆さんが来村されました。ツアー
に参加したのは宮崎市在住の日本人大学生と留学生の計39名。
今回体験したのは「手打ちそば」と「かっぽ飯」です。
手打ちそばはそば粉で生地を作るところから、かっぽ飯は竹で器
を作るところからとかなり本格的な作業です。慣れない作業でし
たが、地元スタッフの説明やお手本を参考にしながら精一杯頑
張ってくれました。最後は作った料理で昼食タイム。とても美味しく
出来たようです。笑顔あふれる体験ツアーとなりました。

宮崎県伝統工芸士甲斐安正氏が去る4月 30日にご逝去されました

安正さんは昭和16年に生まれ、若いころから林業に従事し26歳の頃に初めて仕事
の合間に木のお弁当箱「めんぱ」を作ったそうです。60歳を過ぎて生死をさまよう
ほどの大けがをされ林業の一線を退く事になってからめんぱづくりを本格化させ
ました。平成19年には宮崎県からめんぱの伝統工芸士の認定を受けています。
まちむら応縁俱楽部の体験ツアーでは平成25年頃からめんぱ製作の体験企画を
実施。昨年までの12年間の間に実に82組・約360名が体験に参加しています。また
県内外からテレビ・新聞などの多くの取材班も訪れました。めんぱだけでなく各種
木工や民謡・尺八・蜂の子獲り・養蜂・手作りの紅茶など多彩な趣味をお持ちの方
でした。安正さん宅を訪れた人々は様々なお話を聞きながら、山村の暮らしの豊か
さを感じていただいたことと思います。
安正さん、これまで本当にお疲れ様でした。ありがとうございました。

3月28日に開催された吉野宮神社例大祭。このお祭りは「座
頭さん」という愛称で地元住民から親しまれています。
当日はあいにくのお天気でしたが、多くの観光客に足を運
んでいただきました。会場では地元のお母さん達が作る座
頭うどんに孫八そばも販売し大好評！
祭典後は琵琶奏者の北原香菜子さんをお招きして奉納公
演も実施され、諸塚村で500年以上も語り継がれている「吉
野宮物語」に思いを馳せる一日となりました。

6/8 sat

3/28 thu
室町時代から続く伝統

吉野宮神社例大祭 「座頭神祭」 2024
昨年12月に開催された諸塚山ヒルクライム（通称：モロクラ
イム）が今年は7月28日に開催されることが決定しました。
公道を封鎖・貸切してのレース開催は珍しいようです。
前回は台風災害後にもかかわらず39台が出走。参加者総
勢160名と大規模な大会になりました。
今大会も九州・山口各県から自慢の愛車と共に多くの参加
者が来村される予定です。
当日は交通規制が行われますので、地元住民の皆様・観光
客の皆様ともにご注意ください。

７/28 sun 
深緑のコースを駆け抜ける

諸塚山ヒルクライム2024 開催決定

　　追悼

特別コ
ラム



〒883-1301 宮崎県東臼杵郡諸塚村大字家代 3068 しいたけの館 21 内 一般社団法人 諸塚村観光協会
☎ 0982-65-0178 FAX:0982-65-0189

お申込・詳細は「もろつかナビ」もしくは「諸塚村観光協会」まで！

メール：ecom@vill.morotsuka.miyazaki.jphttps://www.morotsuka-tourism.jp/

もろつかストア
X( 旧 Twitter)

Instagram / YouTube
facebook

＼ 情報発信中！ ／

←詳細は「もろつかナビ」にて掲載中！

諸塚村観光協会
スタッフ募集中！

編集後記

皆様、如何お過ごしでしょうか？梅雨半ばこれからの雨の
降り方が気になります。観光協会もコロナが5類移行してか
ら通常業務としていますが、コロナ以前にとはいきません。
今後は新たな道を模索しつつ皆様に喜んで貰える運営を
目指していきます。宜しくお願いします。

4月に前任者より引き継ぎ、初めての
通信誌発行となりました。慣れない作
業に悪戦苦闘です…（笑）今後はさら
に読みやすく皆さんに楽しんでいた
だける誌面へと試行錯誤していきま
す。

尾形

たまには息子と2人で海遊び。貝殻の欠
片を見つけて、「うわぁ恐竜の骨じゃな
い⁉」とはしゃぐ5歳児。色とりどりのプ
ラスチック片をせっせと集める父。それ
ぞれに楽しんだその日は、たまたま「世
界環境デー」でした。

田邉 山﨑

　村内外からの参加者５名での体験となった今回は、2年ぶりの実施となる手作
り釜炒り茶。昔ながらの製法で手摘み・釜炒り・手揉みの作業を行います。現地
へ到着し自己紹介を行った後いよいよ「やま学校」スタート！
　今回のやま学校はあいにくの雨予報のため、前日スタッフで茶摘みを行い茶
葉を準備しておきました。当日は予報通りの雨でしたが、小雨だったため雨合羽
を着用し少しだけ茶摘み体験をした後、釜炒り・茶揉み作業へ。
　会場となった「やましぎの杜」にある大釜で茶葉を荒炒り、しんなりとしてきた
ら茶揉み台で茶揉み。茶揉みは体重を掛けながらしっかり揉み乾燥させます。こ
の「荒炒り→茶揉み」を4回ほど繰り返します。
　ここで一旦休憩を。昼食には諸塚村の食材をふんだんに使った「どんこ亭の
めんぱ弁当」を食べ午後へ向けてパワーチャージ！美味しいお弁当に自然と笑
みがこぼれます。
　午後はいよいよ仕上げ炒り。この作業も炒って冷ましてを何度も繰り返す大変
な作業ですが、参加者の皆さん作業に少し慣れてきたのか楽しそうに会話をさ
れながらの作業をされていました。
　やま学校の最後はティータイム。出来上がったばかりの釜炒り茶と地元加工グ
ループの「よもぎだんご」をいただきました。釜炒り茶のすっきりとした香りと甘
いお団子がとてもよく合います。出来立てのお茶をいただく機会はあまりないよ
うで、貴重な経験になったと喜んでいただけました。

やま学校日記
  昔ながらの釜炒り茶

春

▲茶揉み台は竹製です！！

▲大釜での釜炒り作業

詳細はもろっこはうす・どんこ亭にて！

毎月 日は日7 8・

黒木雄

この春、自らが志望した高校に進学し遠い地での新生活
が始まった長女から、野球部に入りマネージャーになった
と連絡がありました。共通の趣味だったテレビでのプロ
野球観戦が出来なくなり寂しい日々でしたが、とても嬉し
い報告でした。

5月12日（日）開催


